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鱗
犠

◆
き
も
の
ま
つ
り

●

成
人
式
◆

　
民
踊
流
し
、
デ
ィ
ナ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
、

歩
行
者
天
国
、
デ
ィ
ス
コ
大
会
…
…
盛
り

だ
く
さ
ん
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

豪
雪
だ
つ
た
今
冬
の
終
わ
り
を
告
げ
る
区

切
り
の
日
で
も
あ
つ
た
よ
う
で
す
。

繋萎
　　、』囎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
．

・
γ
・
Y
・
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・
V
・
Y
・
Y
・
マ
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
V
・
V
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
V
・
Y
・
V
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y
・
Y

　
六
月
の
市
民
と
語
る
日
は
「
下
水

道
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
六
月
一

日
働
午
後
三
時
～
五
時
ま
で
市
保
健

纂灘磯．

セ
ン
タ
ー
集
団
指
導
室
に
お
い
て
、

座
談
会
形
式
で
開
催
し
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
は
昨
年
五
月
に
第
一

期
計
画
区
域
が
供
用
開
始
に
な
り
、

現
在
さ
か
ん
に
排
水
設
備
の
工
事
が

進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
一
年
間
を
ふ

り
か
え
り
な
が
ら
、
第
二
期
さ
ら
に

全
体
計
画
区
域
へ
の
公
共
下
水
道
普

及
を
促
進
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を

話
し
合
い
ま
す
。
フ
リ
ー
参
加
者
か

ら
の
提
案
の
場
も
設
け
ま
す
の
で
ぜ

ひ
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。
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水道週問6月1日～7日

水
道
事
業
は
独
立
採
算
制

　
六
月
一
日
～
七
日
は
水
道
週
間
で

す
。
こ
の
機
会
に
、
命
の
源
泉
と
し

て
市
民
生
活
に
重
要
な
役
割
り
を
果

た
し
て
い
る
市
の
水
道
事
業
に
つ
い

て
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
十
日
町
市
の
水
道
は
、
昭
和
三
十

一
年
の
上
水
道
認
可
以
来
二
十
九
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
に
簡
易

水
道
二
十
地
区
、
小
規
模
水
道
一
地

区
と
給
水
地
域
も
拡
大
し
、
五
十
八

年
度
末
で
九
十
三
・
一
％
、
四
万
五
千

二
百
八
十
三
人
に
給
水
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
の
北
原
地
区
簡
水
拡

張
（
市
ノ
沢
地
区
三
十
八
戸
）
に
続
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120人
　普
93及
％率

上
水
道

823人
卜1

3万4給水人口と

2万

防
　
粁

人
　　　昭和43　45　47　49　51　53　55　58年度

い
て
、
本
年
か
ら
二
ヵ
年
計
画
で
真

田
地
区
簡
水
（
鉢
、
中
手
、
百
十
四

戸
）
新
設
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
上
水
道
事
業
の
経
営
は
、
法
律
に

よ
っ
て
独
立
採
算
制
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
経
営
は
、

す
べ
て
水
道
使
用
料
金
に
よ
り
ま
か

な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
税
金
な
ど

に
よ
っ
て
不
足
分
を
補
う
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
簡
易
水
道
事
業
も
独
立
採
算
制
が

原
則
で
す
が
、
現
在
は
特
別
会
計
と

し
て
不
足
分
は
、
市
か
ら
の
繰
入
金

に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
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種　類 カ所数 給水区域 給水人口

上水道 1
十日町・中条・

川治の平場地区

　　　人
29，420

簡易水道 20 水沢中央簡水ほか 15，823

小規模水道 1 津池地区 40
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水
道
局
へ
　
　
・
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
気
軽
に
ご
相
談
を
　
㎜
㎜

　
使
用
水
量
や
水
も
れ
、
水
道
工
事
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

・
に
関
す
る
こ
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
燃

く
だ
さ
い
。
通
常
の
業
務
時
間
内
は
㎜

水
道
局
（
智
五
七
－
三
一
一
一
番
内
㎜

翫
西
？
二
四
三
）
へ
・
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

業
務
時
間
外
と
日
曜
・
祝
日
は
、
浄
㎜

薦
水
場
（
釜
丁
元
五
九
番
）
へ
皿

凹
…
…
ー
ー
…
ー
ー
…
唾
…
…
…
…
ー
…
し

　
水
道
事
業
に
は

　
ば
く
大
な
経
費
が
必
要

　
き
れ
い
な
水
を
供
給
す
る
た
め
に

は
、
水
源
の
確
保
や
水
道
施
設
の
拡

充
、
改
良
工
事
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
維
持
管
理

や
水
道
未
設
置
区
域
へ
の
普
及
も
大

切
で
あ
り
、
水
道
事
業
に
は
ば
く
大

な
経
費
を
必
要
と
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
経
費
は
、
水
道
使
用
料

金
収
入
だ
け
で
は
ま
に
あ
わ
ず
、
国

か
ら
多
く
の
借
入
れ
（
起
債
）
を
し

て
い
ま
す
。

水
道
水
の
原
価
は
い
く
ら
？

　
水
道
水
は
、
一
㎡
い
く
ら
く
ら
い

な
の
で
し
ょ
う
か
。
原
価
に
つ
い
て
考

え
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
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％
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．
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チ

メ
検
艇

道
　
　
漏
　
針

水
　
～
黙

　
水
の
使
用
量
は
、
メ
ー
タ
；
に
正

確
に
記
録
さ
れ
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
の

検
針
は
、
地
域
ご
と
に
基
準
日
を
き

め
て
検
針
員
が
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

検
針
に
つ
い
て
不
明
の
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
水
道
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◇
水
道
メ
ー
タ
ー
の
読
み
方

　
黒
い
針
の
単
位
の
大
き
い
方
（
百

艀
）
か
ら
小
さ
い
方
（
心
艀
〉
へ
と

順
に
読
ん
で
い
き
ま
す
。
針
が
目
盛

と
目
盛
の
あ
い
だ
に
あ
る
と
き
は
小

さ
い
ほ
う
の
数
字
を
読
み
ま
す
。

◇
使
用
量

　
今
回
の
指
針
量
か
ら
前
回
の
指
針

量
を
引
い
た
も
の
で
す
。

◇
漏
水
に
ご
注
意

　
水
道
の
じ
ゃ
口
か
ら
メ
ー
タ
ー
ま

で
は
あ
な
た
の
も
の
で
す
。
こ
の
間

の
漏
水
に
よ
る
水
道
料
金
や
、
凍
結

に
よ
る
修
理
費
な
ど
も
あ
な
た
の
負

担
に
な
り
ま
す
。
毎
月
一
回
は
メ
ー

タ
ー
を
見
る
習
慣
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
メ
ー
タ
ー
は
、
冬
で
も

見
れ
る
よ
う
雪
囲
い
を
す
る
な
ど
十

分
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

欝鍵癖
畿、熔’鍛

甑慧礁
曽徴欝駐

赤い星

◇
漏
水
の
見
つ
け
方

　
水
道
料
金
が
普
段
に
比
べ
て
異
常

に
高
い
と
思
わ
れ
た
ら
、
メ
…
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
を
あ
け
、
メ
ー
タ
ー
を
見

て
く
だ
さ
い
。
水
を
使
わ
な
い
の
に

（
家
中
の
じ
ゃ
口
を
全
部
し
め
る
こ

と
）
赤
い
星
印
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
）
が

回
わ
っ
て
い
る
と
き
は
、
漏
水
し
て

い
ま
す
。
す
ぐ
に
市
指
定
工
事
店
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
能
率
よ
く
検
針
す
る
た
め
に

　
①
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
は
い

つ
も
き
れ
い
に
。
②
ボ
ッ
ク
ス
の
上

に
ド
ラ
ム
缶
な
ど
物
を
置
か
な
い
。

③
犬
は
放
し
飼
い
に
せ
ず
メ
ー
タ
…

ボ
ッ
ク
ス
か
ら
離
れ
た
場
所
に
つ
な

い
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。
④
新
設
、

改
造
の
と
き
は
検
針
し
や
す
い
と
こ

ろ
に
メ
ー
タ
ー
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

◇
口
座
振
替
の
お
す
す
め

　
水
道
料
金
の
納
入
に
便
利
な
口
座

振
替
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
申
込
用

紙
（
水
道
使
用
料
金
口
座
振
替
依
頼

書
）
は
、
水
道
局
と
市
内
金
融
機
関

に
あ
り
ま
す
。
申
込
み
の
節
は
、
印

章
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
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家
庭
の
水
道
の
絃
《
み

◆
家
庭
の
水
道

　
浄
水
場
で
き
れ
い
に
な
っ
た
飲
み

水
は
、
配
水
管
を
通
し
て
皆
さ
ん
の

と
こ
ろ
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
こ

の
配
水
管
か
ら
分
か
れ
て
家
庭
ま
で

引
き
込
ま
れ
た
給
水
管
、
分
水
栓
、

メ
ー
タ
ー
、
給
水
栓
（
じ
ゃ
口
）
な

ど
を
ひ
っ
く
る
め
て
「
給
水
装
置
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

◆
ビ
ル
や
高
台
で
は

　
分
水
栓
か
ら
受
水
槽
の
ボ
ー
ル
タ

ッ
プ
（
水
を
自
動
的
に
出
し
た
り
、

止
め
た
り
す
る
装
置
）
ま
で
が
給
水

装
置
で
す
。

◆
水
道
施
設
の
所
有
区
分

　
公
道
等
に
埋
め
ら
れ
た
配
水
管
ま

で
は
、
市
の
所
有
物
で
市
が
管
理
し

て
い
ま
す
。
こ
の
配
水
管
か
ら
分
か

れ
た
給
水
装
置
は
各
人
の
所
有
で
す
。

こ
の
部
分
の
新
設
、
増
設
、
改
造
、

修
理
な
ど
は
、
所
有
者
の
負
担
で
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
場
合
で
も
分
水
栓
か

ら
メ
ー
タ
ー
（
量
水
器
）
ま
で
は
市

で
管
理
し
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

メ
ー
タ
ー
か
ら
じ
ゃ
口
ま
で
が
皆
さ

ん
の
管
理
と
な
り
ま
す
。

手
数
料
鑓
改
霊
に

手
数
料
条
例
が
改
正
さ
れ
、
四
月

か
ら
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
給
水
装
置
の
検
査
を
す
る
と
き

　
左
表
の
と
お
り

◎
工
事
の
設
計
を
す
る
と
き

　
設
計
金
額
の
百
分
の
五
以
内

◎
水
道
の
使
用
を
中
止
す
る
と
き

　
休
止
一
件
に
つ
き
千
円
、
廃
止
一

件
に
つ
き
五
百
円
（
開
始
、
再
開
始

手
数
料
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
た
だ

し
、
届
け
出
は
従
来
同
様
必
要
で
す
。

印
章
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
）

給水装置検査手数料

（繍鶴語蟹）

漏
水
発
見
繕
馨
協
力
を

　
道
路
上
な
ど
の
水
も
れ
は
、
た
と

え
わ
ず
か
で
も
見
過
ご
さ
ず
、
発
見

し
だ
い
水
道
局
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
ご
連
絡
は
、
次
の
要
領

で
お
願
い
し
ま
す
。

①
水
も
れ
の
場
所
と
状
況
．
②
道

順
や
目
標
に
な
る
も
の
。
③
あ
な
た

の
住
所
と
お
名
前
。
④
電
話
番
号
。

　
　
　
　
口
径

種
別

二
〇
ミ
リ
ま
で

一
〇
ミ
リ
を

超
え
る
も
の

本
管
よ
り
の
分
岐
工
事
一
件
に
つ
き

三
百
円

六
百
円

内
部
工
事

　
一
件
に
つ
き

新
　
　
　
　
設

七
百
円

千
　
　
円

増
設
及
び
改
造

三
　
百
　
円

知
，
で
“
ま
電
か
＊
道
の
こ
と
－
給
水
蓄
は
皆
さ
ん
の
財
摩

家
庭
の
水
道
工
事

　
～
工
事
は
水
道
局
か

　
　
　
市
の
指
定
工
事
店
へ
～

◆
給
水
装
置
の
工
事

　
給
水
装
置
の
新
増
改
設
、
修
理
な

ど
水
道
に
関
す
る
工
事
は
、
市
の
指

定
を
受
け
た
水
道
工
事
店
以
外
で
は

で
き
ま
せ
ん
。

◆
工
事
の
申
込
み

　
工
事
の
申
込
み
は
、
水
道
局
か
市

指
定
工
事
店
へ
し
て
く
だ
さ
い
。

　
指
定
工
事
店
以
外
に
工
事
を
頼
む

と
、
そ
の
工
事
は
無
届
け
工
事
と
な

り
、
市
の
水
道
条
例
に
よ
っ
て
水
を

止
め
ら
れ
た
り
、
過
料
を
科
せ
ら
れ

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
工
事
の
費
用

　
工
事
費
用
は
、
皆
さ
ん
の
負
担
に

な
り
ま
す
。
金
額
は
、
使
わ
れ
る
材

料
、
水
道
管
の
長
さ
、
太
さ
な
ど
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
の
で
、
水
道
局
ま

た
は
市
指
定
工
事
店
に
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

宅
地
の
購
入
・
新
築
は

事
前
調
査
を
十
分
に

◆
配
水
管
が
近
く
に
あ
る
か

　
配
水
管
か
ら
家
に
水
道
を
引
く
費

用
は
す
べ
て
皆
さ
ん
の
負
担
に
な
り

ま
す
か
ら
、
配
水
管
か
ら
遠
け
れ
ば

費
用
も
そ
の
分
だ
け
多
く
か
か
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

◆
つ
ぎ
の
と
き
他
人
の
承
諾
を

　
①
他
人
の
土
地
を
通
さ
な
け
れ
ば

水
道
を
引
け
な
い
と
き
。
②
共
同
管

な
ど
他
人
の
給
水
管
か
ら
分
岐
し
て

水
道
を
使
う
と
き
。

◆
高
台
に
家
を
建
て
る
と
き

　
配
水
池
か
ら
配
水
さ
れ
た
水
道
の

　
初

　
朔

　
5
9

　
（

市指定工事店

工事店名 営業所 電話番号

十日町水道工業㈱ 本町7丁目1 57－8211

魚沼水道㈱ 高田町3丁目西 57－2389

平和水管㈱ 高山第2 57－4078

北越上下水道㈱ 桜　木　町 52－4293
㈱　　才直　木　　組

十日町営業所
千歳町3丁目 57－2201

㈱　美　佐　伝 四日町新田第3 57－9191

㈱宮元屋商店 土市第3 58－2035

㈱村熊商店 駅　通　り 52－3597

㈱羽生田鉄工所
十日町営業所 田中町東 57－8511

孫六商店㈱十日町営業所
駅　通　り 57－2215

㈲三隆設備工業 四日町第1 57－4454

遠田設備商会 本町7丁目1 57－9441

小川電機商会 本　町　4 52－2643

村　山　配　管 高山第4 57－3581

水
は
、
あ
る
一
定
の
高
さ
ま
で
し
か

給
水
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
高

台
に
家
を
建
て
る
と
き
に
は
、
ポ
ン

プ
施
設
や
高
置
タ
ン
ク
な
ど
を
設
け

な
い
と
水
道
が
使
え
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
　
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
替
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
取
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
3
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

国民年金でこの施設

↑北原簡水配水池　　　」．
　　　　　　　↓埋ユ地ブ

　
当
市
の
国
民
年
金
加
入
者
は
一
万
三
千
四
百
十
五
人
、
年
金
受

給
者
は
、
拠
出
・
福
祉
あ
わ
せ
て
七
千
六
十
四
人
で
す
。

　
こ
の
人
達
に
支
払
わ
れ
る
年
金
額
は
二
十
億
円
余
の
巨
額
に
の

ぼ
っ
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
が
納
入
し
た
保
険
料
の
積
立
金
は
、
年
金
給
付
の
ほ

か
厚
生
施
設
や
、
生
活
環
境
施
設
の
建
設
等
に
も
役
立
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
八
年
度
に
は
、
左
記
の
簡
易
水
道
事
業
及
び
十
日
町

市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
の
事
業
が
国
民
年
金
の
還
元
融
資
を
受

け
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
民
年
金
は
、
年
金
の
支
給
ば
か
り
で
な
く
、
社
会
を
住
み
や

す
く
す
る
た
め
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

↑第1焼却場灰出し装置

　　　国民年金還元融資事業

事　　業　　名 事業費 融資額
千円 千円

北原地区簡水拡張事業 101，979 58，000

水沢中央簡水配水管布設 8，570 7，700

下条地区簡水配水管布設 3，372 3，000

第1焼却場灰出装置改良 16，000 14，400

ごみ埋立地ブルドーザー整備 10，660 8，500

消化槽内部防蝕工事 25，000 22，500

一｝”丁
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環
長
県
庁
内
に
北
越
北
線
の
建
設
準
備
室

　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
　
　
　
　
市
　
　
の
開
設
を
求
め
て
い
た
も
の
で
す
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
上
　
　
県
の
正
式
参
加
に
よ
っ
て
会
社
設
立

　
　
　
　
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
工
事
再
開
に
大
き
く
前
進
し
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
里
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騰
市
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
　
　
　
建
鞭
購
．
，
・
、
、
．
甲
ノ
欝
醗
灘
謙

事
で
雛
贈
糞
．
・
，
鱒
鱗
縫
懇
郵

知
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
　
　
君
　
　
　
と
考
え
、
地
元
の
強
い
要
望
を
ふ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
F
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
て
、
第
三
セ
ク
タ
ー
を
設
立
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

君
主
嚢
鰍
．
、
馨
，
．
・
．
澱
懸
難
轍
罵
雛

に
県
．
・
．
難
灘
、
、
，
・
1
蒙
矯
鐸
獣
蠣
総
剰

会
喩
蕪
縮
轍
し
　
　
で
い
襲
侵

備
翻
決
勃
幾
沿
線
＋
七
市
町
村
で
鎌
賜
幅
謹
麟

準
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
司
イ
　
　
　
は
、
三
月
一
日
、
設
立
準
備
会
（
諸
　
　
会
社
設
立
、
来
年
度
工
事
再
開
に
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
里
正
典
会
長
）
を
組
織
し
、
第
三
セ
け
て
準
備
を
進
め
て
ゆ
き
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
タ
ー
設
立
へ
の
県
の
正
式
参
加
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醤
派
　
懇
鍵
鑑
鞭
鞭
進

　
　
日
本
社
会
党
　
　
　
　
民
主
社
会
党
　
　
　
　
公
明
党

　
　
　
　
小
川
義
男
県
議
　
　
　
　
阿
部
信
夫
県
議
　
　
　
　
金
子
一
夫
県
議

　
北
越
北
線
は
地
域
の
問
題
で
も
あ
　
　
県
に
と
っ
て
地
域
の
開
発
促
進
は
　
　
過
疎
地
域
の
皆
さ
ん
が
願
っ
て
い

り
、
社
会
党
と
し
て
も
賛
成
し
、
各
　
　
大
き
な
問
題
で
あ
り
党
派
を
超
え
て
　
　
た
情
熱
が
、
今
年
の
よ
う
な
豪
雪
を

地
区
の
決
起
大
会
に
も
参
加
し
て
き
　
　
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
も
融
か
し
て
、
北
越
北
線
の
出
発
に

．
た
。
君
知
事
も
踏
み
切
ら
れ
た
こ
と
　
　
民
社
党
と
し
て
も
県
内
の
四
十
三
　
　
な
っ
た
も
の
と
喜
ん
で
い
る
。
コ
ン

で
も
あ
り
、
一
日
も
早
い
工
事
の
再
　
人
の
市
町
村
議
員
と
も
ど
も
全
力
を
　
　
サ
ル
の
調
査
結
果
の
と
お
り
運
営
し

開
と
完
成
を
願
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
あ
げ
て
取
り
く
ん
で
ゆ
き
た
い
。
　
　
　
発
展
す
る
よ
う
願
っ
て
い
る
。

町　　名 氏名 町　　名 氏名 町　　名 氏名

本町1丁目上 本田　博 西　寺　町 庭野重信 田中町本通り 田口　金治

本町1丁目下 阿部利作 七　　軒　町 矢口　勇作 川　　原　町 庭野光夫

本町東1丁目 村山彦市 泉　　　　町 中林庄次 上　　川　町 根津新作

本町西1丁目 佐藤英昭 加賀糸屋町 関口　潔 山本町1丁目 服部広良

本町2丁目 遠田　寿一 関口樋口町 田口仁三郎 山本町2丁目 村山政文

本町3丁目 根津準二 駅　通　　り 涌井正英 山本町3丁目 大津清吉

本町4丁目 小川　繁雄 西浦町東 池田　圭吉 山本町4丁目 飯塚一郎

本町5丁目 川崎代作 西浦町西 佐藤　實 山本町5丁目 梧沢定芳

本町6丁目1 大熊喜作 稲荷町1丁目 塩川　三郎 千　　歳　　町 高野徳一

本町6丁目2 根津清治 稲荷町2丁目 小林　繁 寿町1丁目 村山　貞夫

本町6丁目3 関口　幸作 稲荷町3丁目東 渡辺　正二 寿町2・3丁目 水落信市

袋　町　東 志賀　四郎 宮下町東 塩川　庚一 寿町4丁目 目黒博次

袋　町　中 庭野周作 宮下町西 波間邦喜知 河　　内　町 井口　幸」・

袋　町　西 田崎三好 諏　訪　　町 田村喜作 稲荷町3丁目本通り 小岸　清

栄　　　　町 上村美則 神　明　町 渡辺幸磨 稲荷町3丁目北 関口　俊蔵

高田町1丁目 高橋清一 学校町1丁目 青柳三平 西本町1丁目 大津熊夫

高田町2丁目 高木清一 学校町2丁目 根津三郎 西本町2丁目 廣田　辰雄

昭和町1丁臥 山田善彦 水　野臼町 中山　芳樹 八幡田町 関口　勉

昭和購2丁目 須藤正男 若　宮　町 林　　信 下川原町 佐藤恒一

昭和町3江欝 関野健治 田中町東 根津清祐

昭和町4丁目 鈴木幸治 田中町西 佐野喜市

　
市
で
は
、
公
共
下
水
道
供
用
開
始
二

年
目
を
迎
え
、
さ
ら
に
普
及
促
進
を
図

る
た
め
、
下
水
道
の
供
用
を
開
始
し
て

い
る
町
内
に
、
下
水
道
事
業
「
水
洗
化

協
力
員
」
制
度
を
設
置
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
「
水
洗
化
協
力
員
」
の
主
な
仕
事
は
、

町
内
の
方
よ
り
下
水
道
に
つ
い
て
の
要

望
、
疑
問
等
を
市
に
連
絡
す
る
こ
と
や

市
か
ら
下
水
道
に
関
す
る
調
査
等
の
協

力
で
す
。
ま
た
「
水
洗
化
協
力
員
」
の
任

期
は
お
お
む
ね
二
年
間
で
す
。

　
各
町
内
で
下
水
道
に
つ
い
て
要
望
等

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
「
水
洗
化
協
力
員
」

を
通
し
て
市
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
各
町
内
の
「
水
洗
化
協
力
員
」
は
次

の
と
お
り
で
す
。

』
　

◎

鷺
繋
、
．
　
総

、ζ三

議（蕊
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繋
瀞
馨
馨
韓
馨
繋
繋
韓
韓
轄
韓
韓
繋
馨
繋
灘
馨
馨
繋
総
繋
韓
馨
韓
馨
蕃
総
韓
緯
韓
軸
軸
韓
鯵
囎
軸
鑛
軸
嚇
嚇
軸
轟
軸
軸
蕃
総
麟

繍
観
光
誉
灘
礁
騨
磯
◎
薪
製
諮
墾
灘
馨
降
鷹
結
果
騰

　
市
観
光
協
会
と
ク
ロ
ス
ー0
が
主
催

し
て
行
わ
れ
た
「
観
光
み
や
げ
品
新

製
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、
四
月
末
に

応
募
が
締
切
ら
れ
、
出
品
者
数
四
十

二
名
で
百
六
十
二
点
と
い
う
予
想
を

上
回
る
も
の
で
し
た
。

　
今
月
十
七
日
に
、
こ
の
審
査
会
が

行
わ
れ
、
下
記
の
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
審
査
は
、
当
地
域
の
新
し特選となった「紬ハリ絵」（諸橋さん）

　　～審査員20名～

特選紬ハリ絵
　六日町諸橋達英
入選（1席）樺手作花車

　十日町　村山機械木工
　（2席）ハッカ糖箱入

　十日町関口製菓
　（3席）福びょうたん

　川西小林義幸
佳作　きもの小町

　水沢丸山二三男
　緋ようかん

　大黒沢田中英幸
　山菜酒粕漬

　湯沢常盤屋
　手籠ぜんまい
　十日町　大田三代治
　弥三郎姿人形
　十日町　中林賢次郎
　めんつゆ付きそば

　千手小島屋

い
観
光
み
や
げ
の
新
製
品

と
し
て
、
①
評
価
で
き
る

も
の
②
創
意
工
夫
が
な
さ

れ
て
い
る
も
の
③
地
域
性

が
出
て
い
る
も
の
④
発
展

性
の
あ
る
も
の
ー
と
い

う
四
点
の
基
準
で
、
二
十

人
の
審
査
員
が
そ
れ
ぞ
れ

を
検
討
し
ま
し
た
。

　
特
選
と
な
っ
た

十
日
町
の
布
を
使
い
、

う
点
、

　
　
　
　
「
紬
ハ
リ
絵
」
は

　
　
　
　
　
　
地
域
性
と
い

さ
ら
に
技
術
や
絵
柄
に
お
い

気
象
条
件
に
対
応
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
植
付
け
の
管
理
を
〃

　
植
付
け
作
業
が
大
幅
に
遅
れ
て
い
ま
す
。
次
の
こ

と
に
留
意
し
植
付
け
後
の
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

①
除
草
剤
の
散
布
は
田
植
後
を
原
則

と
し
、
苗
の
活
着
後
散
布
す
る
こ
と
。

こ
れ
を
守
ら
な
い
と
薬
害
の
原
因
と

な
り
ま
す
。

　
一
年
生
雑
草
、
多
年
生
雑
草
を
併

殺
す
る
一
発
処
理
剤
等
は
雑
草
の
種

類
を
良
く
確
め
て
使
う
こ
と
。

②
連
続
し
た
欠
株
は
一
週
間
以
内
に

補
植
し
、
残
り
の
苗
は
す
ぐ
処
分
す
る
。

こ
れ
を
守
ら
な
い
と
葉
イ
モ
チ
病
の

発
生
原
因
と
な
り
ま
す
。

③
気
象
条
件
に
よ
る
葉
イ
モ
チ
病
の

発
生
が
心
配
さ
れ
る
の
で
予
防
対
策

を
た
て
る
こ
と
。

　
オ
リ
ゼ
メ
ー
ト
粒
剤
の
使
用
な
ど

を
お
願
い
し
ま
す
。

て
も
発
展
性
が
あ
る
と
し
て
高
い
評

価
を
得
た
も
の
。

　
こ
れ
ら
出
品
さ
れ
た
全
作
品
の
陳

列
発
表
会
は
、
今
月
三
十
一
日
ま
で

ク
ロ
ス
ー
0
グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
で
公
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
今
回
の
目
的
で
あ
り
「
地
域

の
自
然
と
風
土
の
中
か
ら
生
ま
れ
た

新
し
い
観
光
み
や
げ
品
の
研
究
開
発

を
促
進
す
る
」
と
い
う
こ
の
コ
ン
ク

ー
ル
は
、
今
後
も
引
き
続
い
て
開
催

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
多
く
の
市
民
の
方
の
出
品

を
お
願
い
し
ま
す
。

、
＼

、
・
竃
．
篭
．
言
、
篭
、
篭
ε
篭
．
篭
亀
、
篭
．
篭
、
篭
．
毒
、
置
ゴ
篭
、
篭
轟
．
轟
ド
匿
．
篭
．
毒
．
言
’
竃
．
竃
．
喬
’
篭
．
篭
、
篭
．
篭
．
篭
、
篭
．
蓄
’
喬
、
毒
．
篭
義

　　’一櫛働燃『”燃齢納彫瀞椰納』納『納齢撚働瀞細燃齢肥納畝納吼納畝燃島蜘r覇◎　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　殉噂
－

　　　　　　　　6眉Er佃1日
／
／

ノく

　　　　　　　　　　關　　　　　　　廼　　　擁環
甦環継めて

／空き缶等の散乱防止を／

　みなさんのまわりを見てください。捨てられた空き缶が

2つ～3つは必ずみつかります。

　住み良い町づくりをするには、こうした散乱があっては

きれいにすることが不可能です。道も山も川も公園もみん

なのもの。

みんなが気持ち良く使うために、一人ひとりの心がまえが

大切です。

／一人ひとりのマナーで騒音防止／

　近所、隣同志の騒音問題一。どこにもある問題ですが、相手

の立場にたった判断で騒音防止を一人ひとりのマナーで。

　ピアノやクーラーなどの機器の騒音は、必要に応じて販

売業者や設置者に対策を相談しましょう。

／身のまわりをきれいにすることから／

　地域社会の環境美化は、日常生活の一部。一人ひとりが

身の周りを汚さないような気くばりを。

ボ

ノ
尽
夕
婁
重
箪
亀
’
茗
！
蓄
∫
蓄
’
篭
ボ
篭
ゴ
篭
’
鑑
’
轟
’
言
’
篭
ゴ
言
’
篭
’
篭
’
置
’
篭
’
醤
孟
篭
’
篭
ゼ
書
’
蓄
’
竃
’
篭
’
言
’
著
’
蓄
’
蓄
’
篭
’
篭
’
蓄
’
言
’
言
、

テ
ィ
ク
の
歴
史
ー
ジ
ャ
ワ
更
紗
（
さ
ら
さ
）
展
開
催

　
　
　
　
　
ク
ロ
ス
ー
0
で
％
～
％
　
※
入
場
無
料

　
世
界
的
に
有
名
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

特
に
ジ
ャ
ワ
に
お
い
て
普
及
し
て
い

る
民
族
染
織
品
　
　
　
「
ジ
ャ
ワ
更
紗

（
さ
ら
さ
）
展
」
が
、
来
月
の
八
日

か
ら
十
四
日
ま
で
の
七
日
間
、
ク
ロ

ス
ー
0
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
バ
テ
ィ
ク
と
は
、
一
種
の
蝋
防
染

方
法
を
用
い
布
に
い
ろ
ん
な
模
様
を

あ
ら
わ
す
こ
と
を
い
い
ま
す
。
こ

の
原
始
的
な
形
で
世
界
各
国
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
「
ジ
ャ
ワ
更
紗
」
は

完
成
の
域
に
達
し
た
も
の
で
す
。

　
今
回
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
監
修

は
、
北
村
哲
郎
氏
（
共
立
大
学
教
授
）

資
料
協
力
は
、
山
辺
知
行
氏
（
遠
山

記
念
館
々
長
、
多
摩
美
大
資
料
館
々

長
）
、
稲
垣
和
子
女
氏
（
神
大
教
授
）

の
お
二
人
で
約
八
十
点
が
展
示
さ
れ

ま
す
。
後
援
に
十
日
町
織
物
工
業
協

同
組
合
。
入
場
は
無
料
で
す
。
ど
う

ぞ
多
く
の
市
民
の
ご
来
場
を
！

r
㎜
二

㎜
藁
一

．
7
　
　
”
　
　
山
火
事
の
発
生
が
多
い
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
自
然
は
、
わ
た
し
た
ち
の
貴
重

、
巽
　
　
・
吼
　
　
な
財
産
で
す
。
　
　
大
切
な
財
産
を
一
瞬
の
う
ち
に
灰
に
し
て
し
ま
う
火
の
取

藁
｝
一一

　
　
　
　
　
り
扱
い
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。



且

昭和59年5月25目“II“llllllII“”lll“”1川1”1“1”““lll”IllII””11“””1“lml”川III““川1”1とあガ粘お翅“新1川llII““lll“ll6）

も

　　　　　　　　一瀦歯の翁

獅
b

一
》
一
一
／

一
．
っ
ノ

り
4心

ヨ

む
し
歯
は
子
ど
も
に

多
い

　
口
の
中
の
病
気
で
一
番
多
い
も
の

は
“
む
し
歯
”
で
す
。
子
ど
も
の
歯

で
あ
る
乳
歯
は
、
生
後
五
～
十
ヵ
月

頃
か
ら
生
え
始
め
、
二
歳
に
な
る

と
だ
い
た
い
生
え
そ
ろ
い
ま
す
が
、

逆
に
む
し
歯
は
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
増

え
始
め
ま
す
。
む
し
歯
の
あ
る
子
ど

も
は
、
当
市
の
三
歳
児
健
診
で
は
、

全
小
児
の
約
八
十
二
軒
と
な
っ
て
お

で
す
。

り
、
六
歳
の
頃
で
は
九
十
軒
以
上
と

な
り
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
、
永
久
歯

の
む
し
歯
も
五
～
七
歳
頃
の
生
え
始

め
か
ら
急
激
に
増
え
は
じ
め
、
中
学

生
で
は
、
九
十
二
軒
と
ほ
と
ん
ど
、

む
し
歯
に
な
り
ま
す
。

　
乳
歯
が
む
し
歯
の
ま
ま
放
置
さ
れ

根
の
先
に
病
気
が
出
て
来
た
り
す
る

と
永
久
歯
に
悪
い
影
響
を
与
え
、
生

む
し
歯
を
防
ぐ
た
め

　
む
し
歯
は
そ
の
原
因
、
環
境
、
そ

し
て
む
し
歯
に
な
る
人
の
三
つ
の
要

素
が
重
な
り
合
っ
た
時
に
発
生
し
ま

ゆ
㌧O

え
た
時
か
ら
む
し
歯
と
い
う
こ
と
に

な
り
か
ね
な
い
も
の
。
だ
か
ら
、
む

　
　
　
　
）
0

　
　
　
　
％
0
　
0
　
0
　
0
　
0
　
0

　
　
　
　
（
1
　
　
9
　
　
8
　
　
7
　
　
6
　
　
5

乳歯

し
歯
対
策
は
乳
幼
児
期
か
ら
始
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

0
　
　
　
0
　
　
　
0
　
　
　
0

4
　
　
　
つ
」
　
　
　
2
　
　
　
で
ー
　
　
　
∩
》

あし歯有病者率

　　　　　　　’
　　鼎爾．
　　　　　　　4

未処置の者
“　転　“
　　　　¢

を併有する者

処置歯・未処置歯
9町層’臼

処置完了者

は
　：

　：

　：

　：

　●

歯
が
生
え
た
ら
、

鵬
瀟
箆
“
欝
3

を
つ
け
る
こ
と
。窯

す
。
で
す
か
ら
む
し
歯
を
防
ぐ
た
め

に
は
こ
の
三
つ
の
う
ち
ど
れ
か
を
は

ず
す
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
わ
け
で
す
。

魂
uへ9．O

“
　
4

な
る
べ
く
早
い
時
期
か

ら
、
歯
ブ
ラ
シ
を
与
え
て
、

歯
み
が
き
の
習
慣
を
つ
け

る
こ
と
。

禽
　
や
　
／

き
こ

　
　
ろ
な

　
　
o
　
嘲

　
　
・
α
）

　
　
、
争
“

で
き
れ
ば
母
乳
で
、
人
工
乳

の
場
合
は
あ
ま
り
甘
く
な
い
も

の
を
与
え
る
こ
と
。

　
　
　
2

①
砂
糖
の
与
え
方
を
抑
え
、
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
を
す
る
。

②
歯
の
表
面
に
食
べ
か
す
が
た
ま
ら

な
い
よ
う
に
し
、
た
ま
っ
た
場
合
は

そ
れ
を
取
り
除
い
て
、
き
れ
い
に
す

る
た
め
の
歯
口
清
掃
に
つ
と
め
、
む

し
歯
の
原
因
で
あ
る
微
生
物
が
歯
に

く
っ
つ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

③
栄
養
に
気
を
つ
け
る
と
と
も
に
、

フ
ッ
素
洗
口
な
ど
に
よ
り
歯
そ
の
も

の
を
強
く
し
て
、
む
し
歯
に
か
か
り

に
く
く
す
る
。

1234567891011121314（歳）

昭和56年歯科疾患実態調査

こ
れ
ら
の
こ
と
を
、
一
つ
だ
け
で
な

く
、
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
て
実
行
す

むし歯の三要素

むし歯

れ
ば
む
し
歯
の
発
生
を
あ
る
程
度
は

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

♂・～
oρ

簡　
　
　
o
o
＼
ミ
￥
＼

バ　
⇒
　
　
　
　
｝

1）

、

　
　
　
　
5

歯
に
よ
い
食
物
を
中
心
に
し

て
、
歯
に
悪
い
食
物
を
避
け
る

ー
，
＠

　
今
笥

購
N

　
“

怖
隔
．
・

盤
、

　
歯
の
よ
し
あ
し
は
遺
伝
的
な
も
の

よ
り
も
、
生
ま
れ
て
か
ら
あ
と
の
生

活
習
慣
の
ほ
う
が
よ
り
大
き
な
因
子

と
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

家
族
み
ん
な
が
歯
が
悪
い
と
い
う
よ

う
な
場
合
に
は
、
そ
の
家
の
生
活
態

度
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
生
活
全

体
の
中
で
、
歯
の
た
め
に
よ
い
習
慣

を
き
ち
ん
と
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
実
際
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
に

気
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。



（7）““Ill“”II”llllllとお”夢3δぢ」田らだ・」阪ll”川”“1川lllll”lllllllll””1川lllll川Illl”1“lllll”llomllll”lll”””lllIII””川lll“”lll“ll”Illlll”1”“IIlllll”lll“昭和59年5月25日

し喰　
　
　
軸

悪し喰

　
歯
に
よ
い
食
物
は
で
き
る
だ
け
自

然
に
近
い
状
態
の
も
の
で
す
。
な
か

で
も
カ
ル
シ
ウ
ム
の
多
い
小
魚
や
牛

乳
を
多
く
と
る
こ
と
、
ナ
ッ
ツ
や
木

の
実
な
ど
の
硬
い
食
物
、
肉
や
野
菜

　
　
　
　
　
誉
⑫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
¢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
離

　
　
　
　
　
み
　
マ

物　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豚
ど

　
　
　
　
　
・
ト
ど
￥

　
　
　
嚢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
草
　
、
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L
日

　
　
　
　
　
ん
ン
ツ
ぐ

食　
　
　
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紛

　
　
　
　
　
れ
マ
ベ

　
　
　
ビ

　
　
　
　
　
う
　
一
ヤ
　
。
一

い　
　
　
　
　
ほ
ピ
キ
　
じ

　
　
　
　
　
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
油
曳
　
　
　
　
じ
な

　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
牛

　
　
　
　
　
、
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羽
ふ

　
　
　
　
　
油
乳

　
　
　
　
　
肝
牛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
と

な
ど
繊
維
の
多
い
も
の
を
食
べ
る
こ

と
は
、
歯
の
た
め
に
と
て
も
よ
い
こ

と
で
す
。
そ
し
て
食
事
の
す
ぐ
あ
と

で
歯
を
み
が
く
習
慣
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

臥耳 　
　
　
　
．
％
．
¢

，
」
9　

　

O

　
♪
　
b

　
｝
》

　
ノ

　
◎

／ビ獲鱒
豚レバー、ほうれん

草、にんじん、バタ

など

挽鯛旨

虐－

　滋灘灘蓼幽

いわし丸干、スキム

ミルク、牛乳、ひじ

き、チーズなど

ア
’

“’し

｛

⑳

㌦
歯
み
が
き
の
習
慣
を
身
に
つ
け
よ
う

　
赤
ち
ゃ
ん
の
時
か
ら
歯
の
掃
除
を

し
て
あ
げ
る
の
を
習
慣
に
す
れ
ば
、

大
き
く
な
っ
て
か
ら
、
自
分
で
歯
を

み
が
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
時
、
自
然
に
習
慣
と
し
て
歯
み
が

き
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

歯
み
が
き
の
三
段
階

●
第
一
段
階

歯
が
生
え
た
ら
さ
っ
そ
く
ガ
ー
ゼ
や

掬

｝　　　、

もも
＼む一

G
n◎

を

、
　
↑

蔓

脱
脂
綿
で
ふ
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
歯
ブ
ラ
シ
に
な
じ
ま
せ
る
た

め
、
お
も
ち
ゃ
が
わ
り
に
自
分
の
歯

ブ
ラ
シ
を
与
え
ま
し
ょ
う
（
必
ず
誰

か
が
見
て
い
る
時
）
。

●
第
二
段
階

歯
が
八
本
位
生
え
た
ら
夜
ね
る
前
に

歯
ブ
ラ
シ
で
み
が
い
て
あ
げ
ま
し
ょ

う
。●

第
三
段
階

子
供
が
歯
ブ
ラ
シ
に
慣
れ
た
頃
、
歯

み
が
き
を
楽
し
く
す
る
よ
う
に
気
を

つ
け
て
、
お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に

み
が
き
ま
し
よ
う
。

一
日
一
回
は
口
の
中
を
の
ぞ
い
て
、

み
が
き
具
合
と
歯
の
状
態
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
あ
げ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

噺
糖
ニィ4

ぐ、’ノ　
0
…

0
ぐ

　
　
　
▼

〆翫5’

　うミノMδ邊

ミ‘鰐

〆

　
ま
た
歯
に
悪
い
食
物
は
、
な
ん
と

い
っ
て
も
砂
糖
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
甘
い
も
の
で
す
。
砂
糖
が
歯
に
つ

い
た
ま
ま
で
い
る
と
、
デ
キ
ス
ト
ラ

ン
と
い
う
ネ
バ
ネ
バ
し
た
物
質
に
な

り
、
そ
れ
が
む
し
歯
の
原
因
に
な
り

ま
す
。
ケ
ー
キ
や
ジ
ュ
ー
ス
、
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
や
乳
酸
飲
料
な
ど
は
、
む

し
歯
を
作
り
や
す
い
食
物
で
す
。
し

か
も
こ
れ
ら
の
与
え
方
が
悪
い
と
む

し
歯
は
飛
躍
的
に
増
加
し
ま
す
。

糖分の量

ケーキ1個
　　16．29

菓子パン1個

　　16。Og

キャラメル1箱

　20．2g

チョコレート1枚

　　2σ．79

乳酸飲料1杯分
　　19。19

ジュース小1本
　　22．6g

果肉入果汁200cc

　　30．99

　
妊
婦
の
栄
養
と

　
　
　
子
ど
も
の
歯

　
乳
歯
の
芽
・
歯
胚
は
、
妊
娠
二
ヵ

月
目
（
七
～
十
週
目
）
に
で
き
あ
が

り
ま
す
。
つ
ま
り
妊
娠
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
前
に
「
土
台
」
が
で
き

て
し
ま
う
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、

妊
娠
す
る
可
能
性
の
あ
る
女
性
は
常

に
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
特
に
、
良
質
の
た
ん
ぱ
く
質
は
、

子
ど
も
の
歯
を
強
く
す
る
た
め
に
欠

か
せ
な
い
も
の
で
す
。

」
匙
窪
瑳
緩
権
誘
を
実
施
し
ま
す

　
今
年
も
子
宮
が
ん
検
診
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
希
望
者
は
、
つ
ぎ
の
事

項
に
留
意
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。”

早
期
発
見
が
、
が
ん
制
圧
の
第
一

歩
”
で
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
人
が
受
診

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

〔
実
施
期
間
〕
七
月
二
日
～
九
月
二

十
九
日
　
※
期
間
を
過
ぎ
て
受
診
す

る
と
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

〔
申
込
み
方
法
〕
市
政
事
務
嘱
託
貝

さ
ん
を
通
じ
て
各
世
帯
に
申
込
書
が

回
覧
さ
れ
ま
す
の
で
、
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

〔
申
込
み
締
切
日
〕
六
月
十
六
日

〔
対
象
者
〕
満
三
十
歳
以
上
の
希
望

者
で
す
。

〔
受
診
日
等
の
通
知
〕
受
診
日
、
受

付
時
間
等
の
通
知
は
、
申
込
み
を
取

り
ま
と
め
た
後
、
個
人
通
知
し
ま
す
。

〔
検
査
料
〕
自
己
負
担
額
は
六
百
円

で
す
。
た
だ
し
、
老
人
保
健
法
医
療

受
給
者
、
生
活
保
護
世
帯
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
は
無
料
で
す
。
納
入
は
、

納
入
通
知
書
に
よ
り
銀
行
や
農
協
な

ど
最
寄
り
の
金
融
機
関
へ

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
保
健
衛
生
課
へ

（
盈
五
七
ー
三
一
一
一
番
㊥
五
〇
二
）

」
罐
雇
塵
襲
雪
を
開
催
し
ま
す

　
左
表
の
日
程
で
糖
尿
病
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
糖
尿
病
や
尿
に
糖
の
で

る
方
で
、
食
事
指
導
を
受
け
た
い
方

は
、
六
月
九
日
ω
ま
で
に
市
保
健
衛

生
課
（
智
五
七
ー
三
一
一
一
番
内
線

五
〇
二
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
治
療
中
の
方
は
、
主
治
医

の
了
解
を
得
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
詳
し
い

日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
し
く

は
市
保
健
衛
生
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

月
　
　
日

時
　
　
間

主
な
内
容

費
用

7
月
6
日

　
（
金
）

8
時
3
0
分

　
～
3
時

糖
尿
病
検
診

医
師
に
よ
る
講
義

五
百
円

8
月
6
日

　
（
月
）

9
時

　
～
3
時

検
査
結
果
の
説
明

栄
養
士
に
よ
る
講
義

無
　
　
料

8
月
2
3
日

　
（
木
）

食
事
の
実
習

栄
養
士
に
よ
る
講
義

四
百
円

10

月
n
日

　
（
木
）

8
時
3
0
分

　
～
1
2
時

糖
尿
病
検
診

食
事
調
査

五
百
円

10
月
2
4
日

　
（
水
）

9
時

　
～
1
2
時

検
査
結
果
に
よ
る
指
導

試
　
食

四
百
円
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免
除
の
手
続
き
は
お
早
目
に

　
国
民
年
金
に
は
、
必
ず
加
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
人
で
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人
の
た
め
に
、

保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　
失
業
や
少
収
入
で
家
計
が
苦
し
い

と
か
、
災
害
等
の
被
害
を
受
け
た
と

か
、
経
済
的
な
事
情
で
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
人
の
た
め
に
、

本
人
が
申
請
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
保

険
料
の
納
入
が
免
除
さ
れ
る
制
度
で

す
。
手
続
き
は
、
市
・
市
民
生
活
課

年
金
係
に
備
え
付
け
て
あ
る
「
国
民

年
金
保
険
料
免
除
申
請
書
」
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
も
、
万
一

の
事
故
な
ど
で
受
け
ら
れ
る
障
害
年

金
や
母
子
年
金
な
ど
は
、
納
め
た
人

と
同
様
の
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
老
齢
年
金
は
免
除
を
受

け
た
期
間
だ
け
三
分
の
一
に
減
ら
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
免
除
を
受
け
て

か
ら
十
年
以
内
の
分
な
ら
当
時
の
保

険
料
で
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
追
納
と
い

い
ま
す
が
、
追
納
を
す
れ
ば
年
金
額

は
納
め
て
い
た
人
と
同
じ
に
な
り
ま

す
の
で
、
免
除
を
受
け
た
あ
と
生
活

に
ゆ
と
り
が
で
き
た
ら
、
ぜ
ひ
追
納

を
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
国
民
年
金
保
険
料
は
滞
納
の
ま
ま

に
せ
ず
、
お
困
り
の
方
は
お
気
軽
に

市
・
市
民
生
活
課
年
金
係
（
智
五
七

－
三
一
一
一
番
内
線
一
四
二
・
一
四

三
）
ぺ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
料
と

　
　
　
　
　
　
　
　
譲
渡
所
得
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
料
所
得
割
の
算
定

に
あ
た
っ
て
は
、
所
得
税
、
市
、
県

民
税
で
は
課
税
さ
れ
な
い
譲
渡
所
得

で
も
、
特
別
控
除
は
適
用
さ
れ
な
い

た
め
総
所
得
金
額
に
合
算
さ
れ
算
定

の
基
礎
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
賦
課
資
料
と
し
て
譲
渡
所
得

の
把
握
を
行
う
た
め
、
五
十
八
年
中

≧国雪シンポジウム

事務局を開設
　
「
豪
雪
地
帯

の
あ
す
の
百
年

を
き
り
拓
く
」

を
テ
ー
マ
に
、

全
国
雪
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
（
十
月

二
十
五
目
二
一

十
六
日
）
・
克
雪
利
雪
対
策
技
術
全

国
博
覧
会
（
十
月
二
十
四
日
か
ら

二
十
八
目
〉
が
市
制
施
行
三
十
周

年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
開
催
に
向
け
て
市

役
所
二
階
小
会
議
室
に
事
務
局
を

開
設
し
ま
し
た
。

に
資
産
の
引
渡
し
が
あ
っ
た
方
に
簡

易
申
告
書
を
送
付
し
ま
し
た
の
で
、

市
保
健
衛
生
課
へ
六
月
五
日
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
不
明
な
点
は
市
保
健
衛
生

課
国
保
係
（
智
五
七
－
三
一
二
番

内
線
五
〇
四
・
五
〇
五
）
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

人
縷
擁
護
羨
繋
翻
獲
を

　
　
　
灘
霧
欄
懸
覇
灘

　
六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
て
、
民
間
人
に
よ
る
人

権
の
番
人
の
機
関
が
誕
生
し
た
日
で

す
。　

人
権
は
、
人
間
が
平
和
に
生
存
す

る
う
え
で
、
最
も
大
切
な
権
利
で
す
。

　
自
分
だ
け
で
な
く
、
あ
な
た
も
私

も
み
ん
な
人
権
が
尊
重
さ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
市
内
に
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
次
の
四
人
の
人
権
擁
護
委
員

が
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
個
人
の
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

武
田
文
雄
（
土
市
第
一
）
盈
五
八
⊥
…
七

小
林
賢
秀
（
川
原
町
）
　
盈
五
一
丁
二
三
八

竹
内
　
茂
（
川
治
内
後
）
智
五
七
－
天
五
四

中
林
秀
一
郎
（
中
町
）
智
五
七
ー
。
二
二

海
技
免
状
の
切
換
え

　
i
就
業
範
囲
変
更
－

　
昭
和
五
十
八
年
四
月
三
十
日
か
ら
、

旧
様
式
の
海
技
免
状
を
種
別
ご
と
に

新
様
式
の
海
技
免
状
へ
切
換
え
て
い

ま
す
。

　
免
状
受
有
者
は
、
新
潟
海
運
監
理

部
船
員
部
労
政
課
船
舶
職
員
係
（
盈

〇
二
五
二
－
四
四
ー
六
一
一
一
）
に

問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
引
き
換
え
日
、

提
出
書
類
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

採
用
予
定
数
　
航
海
科
約

三
十
名
、
機
関
科
約
三
十

名
、
無
線
通
信
士
・
無
線

技
術
士
約
四
十
名

試
験
日
・
会
場
　
第
一
次

試
験
六
月
二
十
四
日
（
金
）

第
二
次
試
験
六
月
二
十
五

日
（
月
）
・
第
九
管
区
海
上

保
安
本
部

受
付
期
間
　
六
月
一
日

（
金
）
～
六
月
二
十
日
（
水
）

　
受
験
資
格
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、

海
上
保
安
庁
人
事
課
（
〒
一
〇
〇

千
代
田
区
霞
が
関
二
ー
一
－
三
　
智

〇
三
ー
五
九
一
－
六
三
六
一
）
か
第

九
管
区
海
上
保
安
本
部
人
事
係
（
〒

九
五
〇
　
新
潟
市
万
代
二
－
二
－
一

餐
〇
二
五
二
1
四
四
ー
四
一
五
一
）

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

～
毒
◆
毒
◆
墾
◆
．
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
．
拳
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
．
辱
◆
聾
◆
．
辱
◆
毒
◆
毒
◆
奪
◆
毒
◆
警
◆
警
◆
睾
◆
聾
過

瀞・◆，ゆr9・瀞・r9・・ゆ・・ひ瀞・r“レ・ゆ・rひ瀞・『o』一静φ瀞’ro』“’『o』瀞’◆岬ρ’rひ瀞rひ噌，し「o』・爾卜

創立20周年を記念して100万円寄付

一㈱十日町自動車学校

　　　ツ　　ロい　　と　パなし

禽ヨρ暦

　（㈱十日町自動車学校（須藤正男社長）

では、創立20周年を記念して、交通

遺児等援助資金に50万円・障害者総

合福祉施設の備品費に50万円をそれ

ぞれ寄付されました。

“ro』．ゆ・rひ頑hひ・騨・▼・即・・）・臼欝r9瀞・r9臼醗r6卜瀞’・嘲P帯’ro』・瀞一r9』“’r司卜・虚1・r●』・“ro』瀞

塗
毒
◆
墾
◆
奪
◆
毒
◆
屡
◆
毒
◆
無
◆
毒
◆
巻
◆
奪
◆
奪
◆
毒
◆
毒
◆
毒
◆
奪
◆
奪
◆
奪
◆
警
◆
巻
◆
審
◆
毒
◆
奪
◆
聾
◆
毒
◆
毒
レ

　
信
越
電
波
監
理
局
で
は
、
六
月
一

日
か
ら
六
月
十
日
ま
で
を
「
電
波
法

違
反
防
止
旬
間
」
と
き
め
、
電
波
法

令
違
反
の
未
然
防
止
に
つ
と
め
て
い

ま
す
。

　
不
法
線
局
、
特
に
高
出
力
で
多
チ

ャ
ン
ネ
ル
の
ハ
イ
パ
ワ
ー
市
民
ラ
ジ

オ
や
不
法
ア
マ
チ
ュ
ア
局
か
ら
発
射

　
　
　
　
嬰
　
　
尻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
線
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力
使

　
　
　
麟
　
旬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
適

さ
れ
る
電
波
が
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

の
受
信
に
障
害
を
与
え
た
り
、
他
の

無
線
通
信
、
特
に
防
災
や
救
急
医
療

な
ど
私
た
ち
の
人
命
や
財
産
の
保
護

に
関
し
て
重
要
な
役
割
を
し
て
い
る

通
信
に
妨
害
を
与
え
、
私
た
ち
の
生

活
に
重
大
な
危
険
を
も
た
ら
す
こ
と

さ
え
あ
り
ま
す
。

し
砺
轡
簸
欝
懐

罰
せ
ら
れ
、
一
年
以
下
の
懲
役
ま
た

は
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら

れ
ま
す
。
法
秩
序
を
乱
す
不
法
無
線

局
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
一
般
の
人
々
に
も
簡
単
に

利
用
で
き
る
無
線
通
信
と
し
て
パ
ー

ソ
ナ
ル
無
線
が
あ
り
ま
す
の
で
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

昭
和
五
十
九
年
度
保
母
試
験
準
備
講
習
会

実
施
期
日
　
六
月
十
一
日
（
月
）
～

十
六
日
（
土
）
六
日
間

会
場
　
新
潟
県
中
小
企
業
会
館
・
新

潟
市
音
楽
文
化
会
館
（
十
五
日
器
楽

の
み
）

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
社
会
福
祉

事
務
所
福
祉
係
（
智
五
七
－
三
一
一

一
番
内
線
一
三
五
）
へ
。
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聾

昔
の
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
〃

　
博
物
館
で
は
、
今
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
用
に
、
昔
の
仕
事
や
暮
ら
し

の
用
具
を
さ
が
し
て
い
ま
す
。
時
代
や
生
活
様
式
の
変
化
で
、
だ
ん
だ
ん

と
昔
の
用
具
が
失
わ
れ
て
い
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら

し
の
根
元
を
見
失
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
貧
し
い
時
代
の
こ
と

を
忘
れ
な
い
た
め
に
あ
る
い
は
子
ど
も
た
ち
か
ら
、
文
化
は
そ
う
し
た
中

か
ら
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
市
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ど
う
か
、
み
な
さ
ん
の
お
宅
の
蔵
や
物
置
、

タ
ン
ス
の
中
な
ど
を
さ
が
し
て
博
物
館
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
耕
作
関
係
用
具

唐
鍬

平
鍬

　
三
本
鍬

草
刈
鎌

　
ナ
タ
及
び
サ
ヤ

砥
石
（
鎌
と
ぎ
）

砥
石
ブ
ク
・

　
肥
桶
（
ニ
ナ
イ
オ
ヶ
）

天
ビ
ン
棒

　
肥
ジ
ャ
ク

　
　
〃
　
　
（
長
柄
）

　
肥
ダ
ル
（
背
負
用
）

　
肥
カ
ゴ
（
　
〃
　
）

　
手
モ
ッ
コ

肥
箕
（
ミ
）

肥
カ
ギ
（
木
製
）

　
梯
子
セ
ナ
コ
ー
ジ

　
荷
杖
（
ニ
ヅ
ッ
ポ
）

●
仕
事
場
関
係
用
具

　
ム
シ
ロ
（
大
・
小
）

　
コ
モ
（
タ
レ
）

手
桶

柄
ジ
ャ
ク

　
ハ
ン
ギ
レ
オ
ケ

水
桶

鉄
鍋

　
ヒ
ラ
釜

　
マ
ナ
バ
シ

竹
竿

　
ア
ク
タ
レ
オ
ケ

箕
（
ミ
）

茶
煎
り

　
重
箱

　
イ
ス
ス

　
ヨ
シ
賓
（
ス
ノ
コ
）

　
カ
ヤ
費
（
　
〃
　
）

　
豆
ド
ー
シ

●
灯
火
・
暖
房
用
具

　
ラ
ン
プ

　
豆
ラ
ン
プ

　
ヒ
ョ
ー
ソ
ク

　
ア
カ
リ
シ
ョ
ー
ジ

　
油
ド
ッ
ク
リ

　
ク
ソ
ー
ズ
ド
ッ
ク
リ

箱
ヒ
バ
チ

温
石

●
仕
事
着

〈
男
物
〉

　
シ
マ
シ
ャ
ツ

　
サ
ン
ジ
ャ
ク

前
カ
ケ

　
ブ
イ
ト
（
山
着
長
着
）

　
下
着

　
ハ
ラ
カ
ケ

〈
女
物
〉

手
拭
（
古
い
柄
）

　
木
の
ク
シ

　
カ
ン
ザ
シ

肌
着
（
若
・
老
）

山
着
（
各
種
）

　
オ
ビ

腰
巻
（
若
向
）

　
手
甲

　
タ
ス
キ

　
モ
モ
ヒ
キ

布
ハ
ッ
パ
キ

　
ふ
だ
ん
用
長
着

●
育
児
関
係
用
晶

　
ツ
グ
ラ
用
フ
ト
ン
類

幼
児
用
着
物
類

少
年
用
着
物
類

　
ズ
キ
ン

　
オ
モ
チ
ャ
（
ガ
ラ
ガ
ラ

な
ど
）

①
右
用
具
類
は
、
昭
和
初

　
期
以
前
に
使
わ
れ
た
も

　
の
か
、
そ
れ
と
同
質
の

　
も
の
に
か
ぎ
り
ま
す
。

②
実
用
品
で
、
現
在
も
そ

　
の
ま
ま
か
、
補
修
す
れ

　
ば
使
用
で
き
る
も
の
で

　
あ
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
七
月
下
旬
頃
ま
で
に
お

　
願
い
し
ま
す
。

④
連
絡
先
は
、
十
日
町
市

　
博
物
館
（
西
本
町
一
・

　
智
五
七
－
五
五
三
一
番
）

　
で
す
。

翼5翼藷ま翼患き藻癸蔓翼暮翼蒙翼濯…歪…垂 　
舗
皿

　
隙
駐
§

翼
遜

難
　
饗
◎
　
欝
皿
雛
　
膿
胴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
織
物
－
注
産
巫
程
・
　
〈
解
説
書
3
〉

（敬称略）

　
織
物
は
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
か
／
織
物
に
は

ど
ん
な
繊
維
が
使
わ
れ
た
か
／
越
後
縮
は
ど
の
よ
う

に
し
て
作
っ
た
か
／
十
日
町
織
物
は
ど
の
よ
う
に
し

て
作
っ
て
い
る
か
、
な
ど
が
わ
か
り
ま
す
。

〈
解
説
書
4
〉

　
十
日
町
地
方
に
は
い
つ
頃
か
ら
人
々
が
住
み
つ
い

た
か
／
原
始
・
古
代
の
く
ら
し
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ

た
か
／
十
日
町
地
方
は
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た

か
／
中
世
・
近
世
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
／
十
日
町
織

物
は
ど
の
よ
う
に
発
展
し
た
か
、
が
わ
か
り
ま
す
。

天
野
　
武
（
東
京
都
）

大
久
保
健
（
新
座
第
四
）

大
島
建
彦
（
東
京
都
）

山
口
秀
雄
（
中
条
八
幡
〉

新
潟
県
史
編
さ
ん
室

中
越
教
育
事
務
所

池
田
一
義
（
四
日
町
第
四
）

阿
部
　
進
（
若
宮
町
）

高
田
米
蔵
（
四
日
町
）

丸
山
克
巳
（
南
鐙
坂
）

島
田
　
保
（
津
南
町
）

滝
沢
栄
輔
（
本
町
東
一
）

川
、
颪
町
史
編
さ
ん
室
，

直
井
卯
平
（
本
町
一
下
）

繭
雲
房
太
郎
（
宮
下
町
西
）

林
　
明
男
（
塩
沢
町
）

須
崎
範
一
（
塩
沢
町
）

林
　
道
夫
（
川
治
下
町
第
三
）

丸
頑
溝
治
（
下
条
本
町
）

石
沢
戌
之
松
（
安
養
寺
）

群
馬
県
立
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

高
橋
貞
夫
（
五
軒
新
田
）

平
塚
市
博
物
館
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市体育課智57－3111番（内線326）
市民体育館　智57－5208番

市希明施行3。周年醐午後鯉議決行

二鶏謝姦）謬／魎璽函

／

記念駅伝競走大会
■受付　正午　■開会式　午後0：30

〈鐙島チーム〉

野上一彦さん
（11歳・高島第

“記念駅伝！蛆

の代表として一生け
ん命がんばりま一す。

　　　　　　　2：35ごろ

2：40ごろ

9区間～全長25．彗、，

（小学生）

◇

1．5km

　
　
r
」
　

－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
口
　
　

．
，

　
　
□

ろ

ご
ロ

　
　
　
　

　
　
㎞
子

　
　
名
女

　
　
　
－
（

　
　
　
　
m

　
　
O
趣

　
　
O
◇
δ

　　　◇
魅8

　　　◇◇

　　　　　◇
　　　　　　◇4．
　　長野へ

〈水沢チーム〉

、，沢美和子さん

1：55ごろ

（13歳・新宮第2）

“自分なりに精一杯の力を

だしたいです。

1口5・3k・ロロロロロロO

〈宇都宮テーム〉

須藤勝さん
（46歳・河内町）

“宇都宮駅伝部頑張っていま

す。入賞をめざしてアンカー

を走ります。ご声援を！、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スタート

2：55ごろ　　　＼N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
汚
　
　
　
　
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
5
　
　
　
　
　
　
　
』
弔

　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
　

．
．

ー
o
　
　
　
　
　
◇
◇

匿
霧
。
。
・
愉
ー
》

濤盟臨軸磯翻鋸議癖
期日 行　　　事　　　名 会　　場 主　　管

％（日） 郡　市　中　学　6　人　制

バレーボール大会
（未　定） 市バレーボール協会

〃 量　民スポーツの　日
　　球　　　大　　　会 市民体育館 市卓球協会

〃 野）回昇段級審査 武　　道　　館 市空手協会

〃
羅轟暴28回全軟中越大会（第1部） 市営笹山野球場

ほ　　　　　　か 市野球連盟

〃 筆鯛憂騒庭球大会 信濃川運動公園
テニスコート

市軟式庭球連盟

〃 県民スポーツの　日
グリーンテニス杯ダブルス大会 庭鴇葡ト 市テニス協会

％（日） 市制30周年記念駅伝大会 市内駅伝コース ：撫貼竪諮

〃 第3回長岡地区
社会人バドミントンリータ職十日町大会

市民体育館
ほ　　　　　　か

市バドミントン協会

〃 上越地区混合ダブルス
テニス選手権大会

信濃川運動公園
テニスコート 市テニス協会

％一15
（水～金〉 真卸蝉詐乳．集製 市民体育館 市バレーボール協会

％．16

（金土）
職者ノニ釜硬善）会 庭潔萄ト 市テニス協会

％（日） 地　　　区　　　体　　　協
親善バレーボール大会 市民体育館 地区体育協会

〃 籔臨＋日町地区予選開始 亨畷球講 市野球連盟

〃
第3回庭野スポーツ杯兼二市三郡

バスケットボール大会
＋耳義戸館 市バスケットボール協会

％（月） 臨の葎嘱博籍 吉田中体育館 市体育指導委員会

％dD 市民体力　テ　ス　ト 市民体育館 市教育委員会

％（日） （卓球）

3　級審判　講　習　会市民体育館 市卓球協会

賜（幻 鰭価㌻憲輪 名ヶ山小体育館 市体育指導委員会

燃 鮪1◎j葎嘱博籍 野中小体育館 〃

％。28
（水・木） 蕪．鶴．騒．縮遷 十日町中ほか 中　　体　　連

％㈱ 篶鯉ゲートボー，レ大会 青少年野外
スポーツセンター 市教育委員会

未定 幕11回
長杯ナイター野球大会

市鷲．詰ド 市野球連盟

ヤ
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
ノ

謡
僧
器
漂
騨
鑛
楚
櫻
堺
獺
ノ

ー
は
5
月
20
日
㈲
か
ら
開
放
し
ま
し
た
。

●
6
月
5
日
㈹
は
、
昭
和
紛
年
の
新
潟
国
体
を
記
　
　
・

念
し
た
”
県
民
ス
ポ
↓
の
戸
釜
　
＼

期　日

会場
対象

身体障薯著顎璽蘇諺幾藤駿羅が

5月14日（月）～

10回開催

毎月第2・4

十日町市民体育館

●市内在住・在勤の身体障害者の人で、体育、スポーツ愛好者

●身障者体育活動・ボランティア活動に関心のある人

　当日会場で受付けます。申込方法

参加料　無料　※希望者にはスポーツ傷害保険（保険料1，000円）の

　　　加入手続きを行います。

その他　運動のできる服装と屋内用シューズをご用意ください。

主　催　十日町市教育委員会

共　催　十日町市社会福祉事務所

後援十日町市ボランティアビューロー

期　日

場
み

　
込

会
申

問合せ

1－

6月15・16日（金・土）

午後7時～
雨天：6月22・23日
　　　（金・土）

受付　午後7時～
時間　7時30分～

　　　9時30分
庭球コート（城ヶ丘）
当日会場にて
（参加料1，000円）

柳　信子
ホワイトアロー
（費57－9328）

　
　
　
り

ろ
格
彰
切

　
資
　
締

こ
加
込

と
参
表
申

■
　
■
1
一

■主　　催

青少年野外スポーツセンター
市内在住で60歳以上の人
1位～3位　賞状・賞品
　6月20日㈱午後5時必着
〒948十日町市千歳町3－3
　　市教育委員会体育課内
ゲートボール大会事務局宛
（費57－3111番内線326）
十日町市教育委員会
十日町市老人クラブ連合会
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夏
の
市
民
芸
能
祭
へ

　
昭
和
五
十
九
年
度
・
夏
の
市
民
芸

能
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
　
　
六
月
二
十
四
日
㈲

　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
開
演

■
会
場

十
日
町
市
民
会
館
ホ
ー
ル

■
入
場
料
　
無
料

■
主
催
十
日
町
市
公
民
館

　
　
　
　
（
盈
五
七
ー
五
〇
一
一
番
）

　
　
　
出
演
団
体

ど
う
ぞ

髭

・
美
野
里
会
・
十
日
町
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
・
十
日
町
水
和
会
・
新

保
広
大
寺
保
存
会
・
市
役
所
木
謡
会
・
鶴
夕
会
・
高
島
水
和
会
・

鐙
島
扇
踊
会
・
新
潟
バ
レ
エ
ア
カ
デ
ミ
ー
・
久
無
会
・
十
日
町
リ

コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
さ
ざ
ん
か
の
会

6見：市民講座（本館）のご案内
　　　十日町市公民館（暦57－5011番）

講
座
名

講
　
師

曜
日

期
　
日

主
な
内
容

焼
　
　
　
　
物

桑
原
　
晴
一

毎
　
週

火
曜
日

5
．
2
●

　
1

19

・
2
6
日

き
ょ
う
の
料
理

酒
井
　
　
環

一
・
三

水
曜
日

6
・
20
日

近
代
小
説

野
本
郁
太
郎

二
・
四

金
曜
日

8
・
22
日

「
雪
国
」

「
伊
豆
の
踊
子
」

古
文
書
入
門

上
村
　
政
基

二
・
四

水
曜
日

13

・
2
7
日

イ
・
ロ
六
か
ら
の

　
　
手
ほ
ど
き

十
日
町
再
発
見

「
近
世
の
群
像
」

　
，
　
　
〃

渡
辺
　
賢
一

滝
沢
　
栄
輔

－
　
　
日

4
　
　
日

1

十
日
町
の

　
　
画
人
た
ち

国
産
絹
織
物
の
祖

　
宮
本
茂
十
郎

時
間
は
い
ず
れ
も
夜
七
時
～
九
時

味
の
手
ほ
ど
き

服
部
　
浅
吉

二
・
四

金
曜
日

8
・
22
日

時
間
は
昼
一
時
～
三
時

写真コンクール作品募集

　期問：5月1日～7月31日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数

盲
胃
期
容
易
と
ズ
ラ
ラ
白
点
ラ
は

　
　
　
　
　
簡
材
イ
カ
カ
　
募
力
真

　
　
　
　
内
　
　
　
サ
　
　
　
　
応

保険・郵便年金資金融資施設を題

した明るい作品

一プリント　四ツ切

一スライド　35ミリ以上

　黒　　四ツ切

一
、 白黒の部とも5点以内（組写
1組3点以内）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賞
　
　
　
　
　
　
　
鱒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌦

◇
・
◇
・
ψ
◆
σ
◆
・
ψ
◇
・
ψ
◆
・
σ
◇
ψ
◇
・
●
◇
o
・
◆
ψ
φ
・
ψ
◇
●
◆
・
ψ
φ
・
ψ
◆
δ
▼
◆
・
¢
φ
・
ψ
◆
o
φ
・
ψ
◆
・
ρ
◆
ψ
φ
δ
u
◆
δ
▼
◆
・
○
リ

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
（
都
騒
）
の
ご
利
用
を
ノ

　
大
人
と
子
ど
も
が
一
緒
に
な
っ
て
　
　
ど
も
が
育
つ
よ
う
、
大
い
に
ご
利
用

汗
を
流
し
、
心
身
と
も
に
健
全
な
子
　
　
く
だ
さ
い
。
使
用
料
は
無
料
で
す
。

　各部に中央賞・地方賞・参加賞

その他

　1）未発表の作品にかぎります。

　2）応募作品は、原則どして返却しません。

　3〉入賞作品の版権は、主催者に帰属し
　ます。

　※くわしくは最寄りの郵便局へ
り凶『レ◎◆Fqレ◆噌レ◆噌レ◆qレ◆煽レくレ噌レ◆網レ◆噸レ◆・噂・◆qレ◆周レ◆rレ◆qレ◆噺副

設
　
置
　
校

施
　
設
　
の
　
内
　
容

申
込
み

下
条
中
学
校

智
蓋
⊥
…
四
番

管
理
室
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
・

更
衣
室
・
シ
ャ
ワ
ー

責
任
者
を
明
確

の
う
え
、
各
学

校
へ
随
時
申
込

み
く
だ
さ
い
。

吉
田
中
学
校

盈
五
二
⊥
天
七
八
番

指
導
口
塁
至
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

・
更
衣
室
・
シ
ャ
ワ
i
・
用
具
室

　
　
　
ゆ
ず
り
ま
す
＊
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
5
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

食
器
乾
燥
機

中
　
　
古

三
千
円

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

ウ
ィ
ン
ド
フ
ア
ン

中
　
古

五
千
円

冷
　
　
蔵
　
　
庫

中
　
　
古

相
談
で

ノ
ル
デ
ッ
ク
ス
キ
⊥
式

二
十
二
㎝

千
　
円

普
通
自
動
車

四
十
四
年
型
コ
ロ
ナ
バ
ン

千
六
百
㏄

車
検
九
月

五
万
円

ベ
ッ
ド
・
マ
ッ
ト

中
　
古

相
談
で

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

炊
飯
ジ
ャ
ー

中
　
古

相
談
で

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

普
通
自
動
車

五
十
年
型
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

車
検
六
〇

年
六
月
迄

八
万
円

ス
タ
ン
ド
ピ
ア
ノ

中
　
　
古

相
談
で

ポ
ケ
ッ
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

プ
リ
ン
タ
！
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー

シ
ャ
ー
プ

P
C
千
五
百

九
万
八
千
円

ス
キ
ー
一
式
（
ア
ル
ペ
ン
）

（
二
十
四
～
二
十
五
㎝
）

中
　
　
古

相
談
で

麻
　
雀
　
パ
　
イ

中
　
　
古

千
五
百
円

～
二
千
円

カ
ラ
ー
ボ
ッ
タ
ス

（
高
さ
一
m
）

中
　
　
古

相
談
で

パ
　
　
ソ
　
　
コ
　
　
ン

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
四
本
付

マ
ッ
タ
ス

マ
シ
ー
ン

二
万
五
千
円

シ
ュ
ー
ズ
ラ
ッ
ク

中
　
　
古

相
談
で

「
消
費
者
の
日
」
－
罐
3
・
日
－
記
念
講
演
会

◇
日
時
　
五
月
三
十
日
　
午
後

～
三
時

◇
会
場
　
万
代
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル

（
新
潟
市
万
代
一
－
六
ー
一
）

一
時

◇
記
念
講
演

　
「
消
費
者
の
日
に
よ
せ
て
」

　
　
～
経
済
摩
擦
と
消
費
生
活
～

　
高
橋
毅
夫
氏
（
新
潟
大
学
教
授
）

十日町の

人に

　　　　　なりました

■田川町2
　小野塚　清子さん　　　　〔45〕
　　　　　えいげんじちよう

　～滋賀・永源寺町から～

★
四
月
に
十
日
町
の
人
に
な
っ
た
ば

か
り
の
清
子
さ
ん
（
23
歳
）
。
滋
賀

県
は
琵
琶
湖
の
近
く
永
源
寺
町
か
ら

田
川
町
二
の
小
野
塚
祐
治
さ
ん
（
呉

服
関
係
勤
務
・
2
5
歳
）
の
と
こ
ろ
へ
。

　
ひ
び
き
よ
い
．
永
源
寺
”
は
、
臨

済
宗
永
源
寺
派
の
大
本
山
の
町
だ
か

ら
と
の
こ
と
。

★
二
人
は
京
都
の
呉
服
問
屋
の
東
京

営
業
所
に
勤
務
。
三
年
間
の
交
際
後

ゴ
；
ル
イ
ン
。
キ
ッ
カ
ケ
は
「
会
社

で
よ
く
ケ
ン
カ
し
た
方
か
な
」
（
祐
治

さ
ん
）
「
ハ
イ
、
そ
う
で
す
」
（
清
子

さ
ん
）
　
“
ヶ
ン
カ
す
る
ほ
ど
仲
が
よ

い
”
の
た
と
え
ど
お
り
の
カ
ッ
プ
ル

の
よ
う
で
す
。

★
職
業
柄
、
帰
宅
時
間
が
不
規
則
が

ち
な
祐
治
さ
ん
を
、
腕
自
慢
の
料
理

を
し
な
が
ら
待
っ
て
い
る
清
子
さ
ん
。

得
意
な
の
は
「
ハ
ン
バ
ー
グ
、
茶
わ

ん
蒸
し
…
」
冷
凍
物
は
あ
ま
り
使
わ

な
い
と
か
。
二
人
き
り
の
生
活
の
た

め
、
十
日
町
の
お
ふ
く
ろ
の
味
を
勉

強
中
と
の
こ
と
。

★
郷
里
は
山
に
囲
ま
れ
た
お
茶
、
コ

ン
ニ
ャ
ク
そ
し
て
紅
葉
狩
り
が
き
れ

い
な
永
源
寺
の
町
だ
そ
う
で
す
が
、

「
十
日
町
も
雰
囲
気
が
似
た
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
と
て
も
親

切
。
自
転
車
で
の
買
物
が
毎
日
楽
し

み
で
す
」

★
「
き
も
の
は
大
好
き
。
で
も
着
る

機
会
が
な
く
残
念
で
す
一
と
い
う
十

日
町
に
と
っ
て
は
頼
も
し
い
二
人
。

二
人
三
脚
で
す
て
き
な
．
城
”
を
築

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
一
言
「
田
川
町
の
皆
さ
ん

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
θ
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児
童
手
当
、
（
特
例
給
付
）

　
　
　
　
受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ

★
六
月
期
支
給
の
お
知
ら
せ

　
二
月
分
～
五
月
分
の
児
童
手
当
（

特
例
給
付
）
が
、
六
月
八
日
頃
み
な

さ
ん
の
指
定
さ
れ
た
口
座
に
振
り
込

ま
れ
ま
す
。

　
支
給
額
は
、
支
給
対
象
児
童
一
人

に
つ
き
月
額
五
千
円
（
市
民
税
所
得

割
非
課
税
の
受
給
者
は
月
額
七
千
円
）

で
す
。

　
　
　
　
　
現
況
届
提
出

★
現
況
届
を
忘
れ
ず
に

　
す
べ
て
の
受
給
者
の
方
は
、
左
記

の
日
程
に
よ
り
、
現
況
届
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
現
況
届
を
提
出

七
な
い
と
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
●
持
参
す
る
も
の
…
…
　
印
鑑
・

健
康
保
険
証
・
ハ
ガ
キ
（
後
日
、
該

当
者
に
送
付
し
ま
す
）

日
程
表

期
　
　
日

時
　
　
間

場
　
　
　
所

参
集
地
区

6
月
5
日
殉

　
（

午
前
9
時

～
午
前
n
時
半

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

士
口
田

午
後
1
時

～
午
後
4
時

水
　
沢
　
出
張
　
所

水
沢

6
月
6
日
㈱

午
前
9
時

～
午
前
n
時
半

下
条
地
区
公
民
館

下
条

午
後
1
時

～
午
後
4
時

中
条
地
区
公
民
館

中
条
（
新
座
・
大

井
田
を
除
く
）

6
月
7
日
㈲

午
前
9
時

～
午
後
3
時

市
　
　
　
役
　
　
　
所

十
日
町
・
新
座
・
大

井
田
・
川
治
・
六
箇

6
月
分
乳
幼
児
健
康
診
査
日
程

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
場
名

対
象
児

参
集
区
域

3
歳
児
健
診

6
月
2
0
日

　
（
水
）

午
後
1
時

　
～
2
時

保
健
セ
ン
タ
ー

55
年
1
2
月

生
れ
の
児

域全

1
歳
6
ヵ
月

児
健
　
診

6
月
2
2
日

　
（
金
）

午
後
1
時

　
～
2
時

57
年
12
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
健

診
並
び
に

育
児
学
級

6
月
2
7
日

　
（
水
）

午
後
1
時

　
～
1
時
30
分

59

年
2
月

生
れ
の
児

10

ヵ
月
児

身
体
測
定

6
月
25
日

　
（
月
）

午
後
1
時

　
～
3
時

58

年
8
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
方
）

お
願
い
諭
欝
謝
親
チ
隷
蝿
絹
墾
傭
に
み
が
い
て
来
て
く
だ
さ
い
・

6月

3日龍巳石油仙田給油所
　　㈱ミナミ商会川治給油所
　　㈱倉沢石油春日町給油所

10日　川西農協川西農協給油所
　　㈱山田屋商店十日町給油所
　　協和石油㈱十日町給油所

17日米岡石油川西町給油所
　　㈱吉田商会土市給油所
　　㈱山松商店十日町給油所

24日㈱山松商店川西給油所
　　㈱村山商会十日町中央給油所
　　十日町石油㈱十日町第2給油所

〈交通事故相談〉　6月4日（月）

〈定例行政相談〉　6月21日㈲

〈巡回内職相談〉　6月15日㈹

時間10：00～15：00会場市役所市民相談室

　　　　　　　　　医
　　　　　　　欝
　　　　　慈　　　県篠馨

6月

3日（日）富田医院（神明町）智52－3269

　　　上村病院（中里村）智63－2111

10日（日）大島医院（川原町）智52－2957

　　　津南病院（津南町）費65－3161

17日（日）千手診療所（川西町）費68－2034

24日（日）中条病院（北　原）智57－3018

市
営
住
宅

　
　
　
　
入
居
者
募
集

　
市
で
は
、
次
の
市
営
住
宅
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。

■
八
幡
田
市
営
住
宅
（
六
畳
二
室
、

五
畳
）
二
戸
　
家
賃
二
七
五
〇
〇
円

■
四
日
町
市
営
住
宅
（
六
畳
、
四
・

五
畳
）
三
戸
　
家
賃
四
五
〇
〇
～
五

〇
〇
〇
円

■
黒
沢
県
営
住
宅
（
六
畳
、
三
畳
、

D
K
）
一
戸
　
家
賃
二
五
〇
〇
円

募
集
期
間
　
六
月
一
日
～
六
月
五
日

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
市
建
設

課
建
築
住
宅
係
（
智
五
七
ー
三
一
一

一
番
内
線
二
六
二
）
へ
。

榔｝・僻♂い・・鴫．’ン．

　　　　さ

　　　聾献轍

　～明目といわず今献血を～

6月

27日㈱　大井田コミュニティセンター

28日㈱　島善織物㈱

29日㈹　滝文工業㈱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　寒　　　　　　　　　　　　　　　　騒　　　　　　　　　　　　　　製　　　　　　　　　　　韓　　　　　　　　　韓　　　　　　　　聾　　　　　　灘　　　　薫

いずれも時間は10：00～15：00
護

　　懸

　　l

　l
　l

★
コ
ピ
i
食
品
と
も
呼
ば
れ
、
元
禄

時
代
に
考
え
ら
れ
た
「
が
ん
も
ど
き
」

は
、
そ
の
も
っ
と
も
古
い
形
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
麩
を
油
で
揚
げ

た
も
の
で
、
ガ
ン
の
肉
の
味
に
似
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
が
ん
も
ど
き
と
呼

ば
れ
、
肉
食
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
時

代
の
一
種
の
も
ど
き
食
品
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。
同
じ
よ
う
な
も
の
に
人

造
バ
タ
ー
と
も
呼
ば
れ
る
マ
ー
ガ
リ

ン
が
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
栄
養
食

品
と
し
て
の
利
用
が
重
要
視
さ
れ
、

す
で
に
コ
ピ
i
食
品
で
は
な
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

★
最
近
で
は
、
食
品
加
工
技
術
が
進

歩
し
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
も
ど
き
食

品
が
数
多
く
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
多
く
は
水
産
加
工
品
で
す
。

　
観
測
史
上
最
も
長
い
根
雪
期
間
、

史
上
二
番
目
の
遅
い
消
雪
日
、
史
上

六
番
目
の
積
雪
深
な
ど
気
象
記
録
に

名
を
留
め
、
．
豪
雪
異
常
事
態
宣
言
”

ま
で
な
さ
れ
た
今
冬
の
雪
は
、
五
月

十
日
よ
う
や
く
消
雪
と
な
り
ま
し
た
。

　
豪
雪
地
帯
に
住
む
私
た
ち
に
と
っ

て
、
雪
と
の
闘
い
は
一
生
の
課
題
と

も
い
え
ま
す
。
5
6
豪
雪
に
勝
る
と
も

劣
ら
な
か
っ
た
5
9
豪
雪
を
後
世
に
残

す
た
め
、
市
で
は
「
59
豪
雪
の
記
録

集
」
　
（
仮
称
）
の
編
集
を
企
画
し
ま

し
た
。
こ
の
記
録
の
中
で
使
用
す
る

写
真
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
次
の

要
領
で
募
集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力

口

市
販
の
カ
ニ
風
味
か
ま
ぼ
こ
は
ス
ケ

ソ
ウ
ダ
ラ
の
す
り
身
に
、
ア
ミ
ノ
酸
、

カ
ニ
エ
キ
ス
を
卵
白
と
と
も
に
練
り

込
ん
で
、
そ
う
め
ん
状
に
お
し
出
し

束
ね
、
カ
ニ
肉
に
近
い
感
じ
を
だ
し

た
も
の
で
す
。
表
面
は
、
紅
こ
う
じ

の
赤
色
色
素
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

★
コ
ー
ヒ
ー
等
に
用
い
る
ク
リ
ー
ム

の
多
く
は
イ
ミ
テ
ー
シ
ョ
ン
ク
リ
ー

ム
で
、
植
物
油
脂
と
乳
固
形
分
を
混

合
し
て
製
造
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

乳
脂
肪
分
が
少
な
い
の
で
、
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
値
の
上
昇
に
影
響
し
な
い

利
点
が
あ
り
ま
す
。

★
一
概
に
も
ど
き
食
品
は
イ
ミ
テ
ー

シ
ョ
ン
食
品
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、

成
型
牛
肉
等
も
あ
る
の
で
気
を
つ
け

ま
し
よ
・
つ
。

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
サ
ー
ビ
ス
サ
イ
ズ
以
上
の
プ
リ
ン

ト
ま
た
は
3
5
，
リ
判
以
上
の
ス
ラ
イ
ド

（
カ
ラ
i
・
白
黒
い
ず
れ
も
可
）

■
プ
リ
ン
ト
は
裏
面
に
、
ス
ラ
イ
ド

は
枠
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

撮
影
月
日
、
撮
影
場
所
を
明
記
し
て

く
だ
さ
い
。

■
送
り
先
（
提
出
先
）
　
市
役
所
総

務
課
企
画
広
報
係
（
智
五
七
－
三
一

一
一
番
内
線
二
＝
二
、
二
一
四
、
〒

脇
千
歳
町
三
i
三
）

■
締
切
り
　
六
月
十
五
日
（
金
）

■
応
募
い
た
だ
い
た
も
の
は
返
却
し

ま
す
。
版
権
は
市
に
帰
属
し
ま
す
。


